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教会数　　９８ヶ所

布教所数  ８７ヶ所
       （R185.8 月現在）

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
出
動

　
　
　

 　

い
わ
き
市
豪
雨
水
害

　

9
月
8
日
夜
、
台
風
13
号
の
影

響
で
い
わ
き
市
南
部
に
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
、
大
雨
と
な
り
ま
し

た
。
い
わ
き
市
と
南
相
馬
市
で
床

上
浸
水
1
千
273
棟
、
床
下
浸
水
534

棟
の
被
害
が
確
認
（
9
月
26
日
県

発
表
）
さ
れ
、
教
内
で
は
い
わ
き

市
内
の
教
会
1
ヶ
所
が
床
下
浸
水

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
被
害
を
ふ
ま
え
、
10
日
に
は

い
わ
き
市
の
北
部
と
南
部
の
2
ヶ

所
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
教
区
（
平
澤
勇
一
教
区
長
）

で
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
い
わ

き
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
相
談

の
上
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

（
荒
井
弘
徳
隊
長
）
の
出
動
を
決

定
。
12
日
か
ら
20
日
ま
で
磐
城
平

大
教
会
を
宿
営
地
と
し
て
救
援
活

動
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
日
10
時
、
磐
城
平
大
教
会
に

集
ま
っ
た
隊
員
は
結
隊
式
に
臨

み
、
い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
の
篠
原
洋
貴
氏
よ
り
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
勇
ん
で

出
動
し
ま
し
た
。

　

災
救
隊
は
、
社
協
の
指
示
の
下
、

主
に
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
内

郷
地
区
へ
出
動
。
水
に
浸
か
っ
た

家
具
や
畳
の
搬
出
、
床
下
や
庭
の

泥
出
し
、
屋
内
の
洗
浄
な
ど
の
作

業
を
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
、
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
勿
来
地
区
の
「
天
理
教
さ

ん
に
し
か
お
願
い
で
き
な
い
」
現

場
に
も
出
動
し
、
大
量
の
泥
出
し

を
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
9
月

結
隊
式
で
挨
拶
す
る
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
・
篠
原
氏

出
動
前
に
世
界
の
平
和
と
人
々
の
幸
せ
、
被
災

者
の
復
興
を
願
い
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
奉
唱
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◎福島教区隊出動人数◎

出動隊員 出動件数 受入れひのきしん者
9月 12 日 16 名 4 件 11 名

13 日 18 名 5 件 12 名

14 日 17 名 5 件 11 名

15 日 14 名 2 件 7 名

16 日 20 名 3 件 11 名
17 日 18 名 3 件 9 名
18 日 24 名（耶麻支部隊 5名を含む） 3件 9名
19 日 21 名 3 件 12 名
20 日 20 名 2 件 5 名

に
入
っ
て
も
連
日
暑
い
日
が
続
き
、
こ
ま
め

に
休
憩
を
入
れ
た
り
、
水
分
を
摂
っ
た
り
し

て
、
自
身
の
体
調
に
も
留
意
し
な
が
ら
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
日
の
午
後
に
は
橋
本
武
長
・
災
救
隊
本

部
長
と
中
畝
宏
之
・
災
救
隊
本
部
主
事
が
来

訪
し
、
現
地
の
被
害
状
況
や
災
救
隊
の
活
動

の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
15
日
か

ら
17
日
に
は
道
友
社
の
取
材
も
あ
り
、
災
害

救
援
の
活
動
の
様
子
が
、
26
日
にY

o
u
t
u
b
e

で
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
社
協
の
篠

原
氏
か
ら
「
自
分
た
ち
の
活
動
の
他
に
、
し
っ

か
り
行
っ
た
先
の
依
頼
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
、
声
掛
け
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
」
と
い
う
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

20
日
の
午
後
に
は
解
隊
式
が
行
わ
れ
、
社

協
か
ら
篠
原
氏
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

長
の
重
村
友
紀
氏
も
来
訪
し
、
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
ま
だ
ま
だ
救
援
活
動

は
続
く
と
し
て
、
今
後
の
協
力
を
お
願
い
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
9
日
間

で
延
べ
168
名
の
隊

員
が
15
件
（
延
べ

30
件
）
の
現
場
に

出
動
、
ま
た
、
磐

城
平
大
教
会
や
い

わ
き
支
部
の
婦
人

会
を
中
心
に
、
延

べ
87
名
が
受
入
れ

の
ひ
の
き
し
ん
に

励
み
ま
し
た
。

　
　
　

（
Ｈ
・
Ａ
）

10 月出動予定

　 ・ 11 日 ( 水 ) ～ 13 日 ( 金 )

　 ・ 17 日 ( 火 ) ～ 19 日 ( 木 )

　 ・ 30 日 ( 月 ) ～ 31 日 ( 火 )

※支部単位で日帰りで出動

　　（各支部 3名以上で 3日前までに申込）

　　（人数が少ない場合は

　　　　　　　　　直接ボランティアセンターへ）

※作業物品 ( スコップなど )、 マスク、 ゴム　

　手袋は磐城平大教会に置いてあります。

※教区隊幹部が世話取りします。
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全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　

「
立
教
186
年
全
教
一
斉
に
を
い
が
け

デ
ー
」
が
、
9
月
28
日
～
30
日
の
3
日
間

を
「
支
部
実
動
日
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
3
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
蔓
延
の
影
響
か
ら
、
地
域
に
よ
っ

て
は
集
団
で
の
に
を
い
が
け
活
動
を
控
え

る
な
ど
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
支
部
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
年
祭
活
動
1
年
目
の
今
年
、
ま
だ

ま
だ
注
意
は
必
要
だ
が
、
よ
う
や
く
従
前

の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　

会
津
支
部
（
杉
澤
元
和
支
部
長
）
で
は
、

29
日
、
田
島
方
面
へ
車
で
移
動
。
従
来
、

3
日
間
の
う
ち
1
日
は
会
津
若
松
市
外
の

教
会
を
拠
点
に
に
を
い
が
け
活
動
を
し
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
4
年
ぶ
り
の

市
外
で
の
ま
と
ま
っ
て
の
活
動
と
な
っ
た
。

た
す
け
の
旬　

成
人
の
旬　

さ
あ
！
に
を
い
が
け

今
田
島
分
教
会
を
参
拝
し
た
後
、
田
島
町

内
を
戸
別
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

し
て
回
っ
た
。
そ
の
後
、
会
津
田
島
駅
前

に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
よ
ろ
づ
よ
八
首

を
奉
唱
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
々
の
幸

せ
を
願
っ
た
。

　

30
日
は
若
会
分
教
会
前
で
よ
ろ
づ
よ
八

首
を
奉
唱
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
市
内
で

戸
別
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を

行
っ
た
。

　

い
わ
き
支
部
（
梅
井
真
治
支
部
長
）
で
は
、

28
日
は
磐
城
平
大
教
会
に
集
合
。
い
わ
き

市
内
を
神
名
流
し
を
し
て
歩
い
た

後
、
い
わ
き
駅
前
で
路
傍
講
演
を

行
い
、
ま
た
道
行
く
人
々
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
し
た
。

　

郡
山
支
部
（
橋
本
義
弘
支
部
長
）

で
は
、
30
日
に
郡
山
市
内
を
神
名

流
し
を
し
て
歩
い
た
後
、
郡
山
駅

前
で
の
路
傍
講
演
を
行
っ
た
。
5

人
の
弁
士
が
次
々
に
、
教
え
の
一

端
を
フ
リ
ッ
プ
を
使
っ
た
り
し
な

が
ら
、
堂
々
と
道
行
く
人
々
に
語

り
か
け
た
。

会
津
支
部

い
わ
き
支
部

郡
山
支
部
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少
年
会
福
島
教
区
団
（
近
藤

直
光
団
長
）
は
、
7
月
28
日
か

ら
8
月
2
日
、
「
少
年
ひ
の
き
し

ん
隊
本
部
練
成
会
」
に
4
名
（
女

子
2
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
2
名
）
で
入
隊
し
た
。

　

4
年
ぶ
り
に
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
「
少
年
ひ
の
き

し
ん
隊
」
も
以
前
に
近
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行

わ
れ
た
。
た
だ
、
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
と
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
完
全
に
無
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
隊
期
が
4
交
代
と
短

く
な
っ
た
。
福
島
教
区
は
2
次
隊
（
7
月
29

日
～
8
月
1
日
）
に
参
加
し
、
秋
田
教
区
と

「
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会
」
に
4
名
入
隊

合
同
班
と
な
り
、
行
動
を
共
に
し
た
。

　

期
間
中
は
「
お
茶
接
待
ひ
の
き
し
ん
」
に

励
む
と
共
に
、
「
廻
廊
ひ
の
き
し
ん
」
や
「
リ

ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
ワ
ー
ル
ド
」
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

186
」
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
他
教
区

と
の
交
流
行
事
を
楽
し
む
な
ど
、
夏
の
お
ぢ

ば
を
十
分
に
堪
能
し
た
。

　

参
加
者
は
「
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
『
お

茶
接
待
ひ
の
き
し
ん
』
で
す
。
小
さ
い
頃
か

ら
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
」
「
今
、
こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
に
参
加
し
て
い
る
子
に
憧
れ
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
」
と
の
言
葉

が
聞
か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｋ
）

少年会

共
に
行
動
し
た
秋
田
教
区
の
隊
員
と

「
廻
廊
ひ
の
き
し
ん
」
に
行
事
参
加

「ありがとう」の言葉がうれしかった「お茶接

待ひのきしん」

ひのきしんの合間には「お楽しみ行事」にも参

加。カウンセラーとの対決に盛り上がりました。
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青年会
「移動例会」で親睦を深める

開
催
、
6
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
4
月
に
平
澤
委
員

長
を
は
じ
め
、
新
体
制
と

な
っ
た
教
区
青
年
会
。
教

祖
年
祭
活
動
1
年
目
の
年

に
あ
た
り
、
今
後
の
教
区

青
年
会
の
活
動
に
つ
い
て

十
分
に
ね
り
あ
お
う
と
、

今
回
、
1
泊
で
の
「
移
動

例
会
」
が
企
画
さ
れ
た
。

　

3
日
午
前
中
は
、
教
区

支
庁
の
敷
地
内
の
除
草
剤

散
布
や
室
内
清
掃
を
行
っ

た
。
午
後
か
ら
は
例
会
を

開
催
し
、
会
食
等
を
挟
み

な
が
ら
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
、
お
互
い
の
考
え
・

思
い
な
ど
を
忌
憚
な
く
出

し
合
っ
た
。　

（
Ｎ
・
Ｈ
）

　

福
島
教
区
青
年

会
（
平
澤
信
行
委

員
長
）
で
は
、
7

月
3
日
、
4
日
と

「
移
動
例
会
」
を

　　道の

教職員の集い

「
総
会
」
「
成
人
塾
」
「
天
理
高
校
入
試
説
明
会
」
を
開
催

7
月
1
日
、
今
年
度
の
「
総
会
」

を
猪
苗
代
分
教
会
で
開
催
、
4

名
が
参
加
し
た
。

　

活
動
報
告
等
の
議
事
の
後

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
て
い
た

会
食
の
場
も
設
け
、
親
睦
を
深

め
、
12
月
の
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
成
功
を
誓
っ
た
。

　

ま
た
7
月
23
日
に
は
「
成
人

塾
」
を
猪
苗
代
分
教
会
で
開
催
、

同
教
会
で
運
営
し
て
い
る
「
こ

ど
も
食
堂
」
の
利
用
者
を
中
心

に
、
小
学
生
・
中
学
生
22
人
、

ス
タ
ッ
フ
4
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
中
は
学
習
時
間
と
し

て
、
各
自
が
持
参
し
た
夏
休
み

の
宿
題
に
取
り
組
み
、
分
か
ら

な
い
箇
所
は
ス
タ
ッ
フ
に
尋
ね

た
り
、
参
加
者
同
士
で
教
え

　

福
島
教
区
道
の

教

職

員

の

集

い

（
齊
藤
元
康
代
表

世
話
人
）
で
は
、

合
っ
た
り
し
た
。
昼
食
を
挟
ん

で
、
午
後
は
屋
内
外
で
の
遊
び

の
時
間
や
、
パ
フ
ェ
作
り
を
楽

し
ん
だ
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら

は
、
「
勉
強
会
は
楽
し
か
っ
た
。

パ
フ
ェ
作
り
も
ま
た
や
り
た

い
」
な
ど
と
好
評
だ
っ
た
。

　

翌
24
日
に
は
福
島
教
務
支
庁

で
「
天
理
高
校
入
試
説
明
会
」

を
開
催
、
3
組
6
名
が
参
加
し

た
。
お
ぢ
ば
は
遠
く
、
な
か
な

か
現
地
の
入
試
説
明
会
に
参
加

で
き
な
い
管
内
中
学
生
に
向
け

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
小
川

美
和
・
天
理
高
校
進
路
指
導
部

長
が
来
福
し
、
映
像
な
ど
を
用

い
て
、
学
校
紹
介
や
入
学
案
内

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｓ
）
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少年会

学生会

「
キ
ャ
ン
プ
練
成
会
」
を
開
催

国
立
磐
梯
青
少
年
交
流
の
家
で

「
キ
ャ
ン
プ
練
成
会
」
を
開
催

し
、
少
年
会
員
19
名
、
育
成
会

員
16
名
が
参
加
し
た
。

　

午
後
に
集
ま
っ
た
参
加
者

は
、
入
所
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
後
、
炊
飯
棟
へ
移
動
、
カ

レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
た
。
育
成

　

少
年
会
福
島
教

区
団
（
近
藤
直
光

団
長
）
で
は
、
8

月
18
日
、
19
日
、

会
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
火
を
お
こ
し
た
り
、
野
菜

や
肉
を
切
っ
た
り
、
炒
め
た
り

し
て
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
お
い
し
い
カ
レ
ー
が
出
来
上

が
っ
た
。
食
後
は
ス
イ
カ
割
り

や
花
火
を
楽
し
ん
だ
。

　

翌
日
は
、
近
く
の
「
魚
つ
か

み
ど
り
池
広
場
」
へ
移
動
。
暑

い
日
ざ
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
子

供
た
ち
は
裸
足
で
冷
た
い
水
の

中
へ
入
り
、
池
に
放
た
れ
た
ニ

ジ
マ
ス
を
追
い
か
け
ま
わ
り
、

素
手
で
捕
ま
え
た
。
捕
ま
え
た

魚
は
そ
の
場
で
焼
い
て
も
ら

い
、
子
供
た
ち
は
お
い
し
く
い

た
だ
い
た
。

　

磐
梯
山
の
麓
の
緑
あ
ふ
れ
る

環
境
の
中
、
め
っ
た
に
で
き
な

い
体
験
を
た
く
さ
ん
し
た
子
供

た
ち
は
、
楽
し
い
思
い
出
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
し
て
帰
路
に
つ
い

た
。　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｋ
）

「
ま
な
び
ば
」
を
開
催

19
日
、
国
立
磐
梯
青
少
年
交
流

の
家
で
高
校
生
の
集
い
「
ま
な

び
ば
」
を
開
催
、
学
生
4
名
、

ス
タ
ッ
フ
5
名
が
参
加
し
た
。

　

18
日
は
少
年
会
の
「
キ
ャ
ン

プ
練
成
会
」
と
合
同
で
カ
レ
ー

　

福
島
教
区
学
生

担
当
委
員
会
（
国

分
一
志
委
員
長
）

で
は
、
8
月
18
日
、

を
作
り
、
一
緒
に
お
い
し
く
い

た
だ
い
た
。

　

翌
日
は
『
親
神
様
の
守
護
』

を

テ

ー

マ

に
、
『M

y
 
T
o
k
e
n
 

H
e
x
a
g
o
n

』
と
い
う
ダ
イ
ス
ト
ー

ク
や
、
扇
子
な
ど
を
使
い
身
体

を
動
か
し
協
力
し
合
っ
て
お
題

に
挑
戦
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
で
交
流
を
深
め
た
後
、
猪

苗
代
ハ
ー
ブ
園
の
『
ア
ン
ブ
レ

ラ
ス
カ
イ
』
を
見
学
し
た
り
、

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん

だ
り
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
自
分
の
人
生

を
振
り
返
る
『
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

α
』
を
通
し
て
お
互
い
の
境
遇

な
ど
を
語
り
合
い
、
そ
の
後
、

杉
澤
元
和
先
生
（
前
福
島
教
区

学
生
担
当
委
員
長
）
の
講
話
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
全
体
の
ふ

り
か
え
り
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｕ
）
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災救隊

「
教
区
訓
練
」
に
20
名
参
加

月
30
日
、
31
日
、
冨
松
基
成
副

本
部
長
を
お
迎
え
し
、
今
年
度

の
教
区
訓
練
を
開
催
、
20
名
が

参
加
し
た
。

　

30
日
お
昼
に
教
務
支
庁
に
集

合
し
た
隊
員
は
、
建
物
周
り
の

草
刈
り
や
植
木
の
剪
定
を
行
っ

た
。
ま
た
、
草
刈
り
機
の
メ
ン

　

災
害
救
援
ひ
の

き
し
ん
隊
福
島
教

区
隊
（
荒
井
弘
徳

隊
長
）
で
は
、
8

テ
ナ
ン
ス
の
講
習
も
行
い
、
翌

日
に
備
え
た

　

31
日
は
、
二
本
松
市
営
あ
だ

た
ら
高
原
野
営
場
へ
移
動
し
、

現
地
集
合
の
人
と
合
流
し
て
9

時
に
結
隊
式
を
行
っ
た
。
連
日

猛
暑
の
続
く
県
内
。
31
日
は
「
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
令

さ
れ
、
休
憩
を
通
常
よ
り
多
く

と
り
な
が
ら
の
作
業
と
な
っ
た

が
、
作
業
は
順
調
に
進
み
、
予

定
通
り
に
終
了
し
た
。（
Ｈ
・
Ａ
）

「
神
名
流
し
」
を
実
施

　

福
島
教
区
布
教

部
（
生
江
一
行
部

長
）
で
は
、
9
月

2

日
、

福

島

教

務
支
庁
周
辺
で
神
名
流
し
を
行

い
、
10
名
が
参
加
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
3
年
間
提

唱
が
控
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今

年
は
従
来
ど
お
り
、
「
9
月
は

に
を
い
が
け
強
調
の
月
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
教
祖
年
祭
活
動

1
年
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
各
地
で
積
極
的
な
に
を
い

が
け
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
教
区
布
教
部
で
は
そ
の
先

陣
を
切
ろ
う
と
、
教
区
役
職
者

を
中
心
に
、
教
区
月
次
祭
祭
典

前
に
、
街
宣
車
を
走
ら
せ
、
よ

ろ
づ
よ
八
首
を
声
高
ら
か
に
奉

唱
し
な
が
ら
教
務
支
庁
周
辺
を

勇
ん
で
歩
い
た
。

　

月
末
に
は
「
全
教
一
斉
に
を

い
が
け
デ
ー
」
が
各
支
部
で
計

画
さ
れ
て
お
り
、
勇
み
の
種
を

蒔
い
て
い
た
だ
い
た
。（
Ｍ
・
Ｓ
）

布教部
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基礎講座

　

9
月
3
日
、「
天

理
教
基
礎
講
座
」

（
福
島
支
部
会
場
）

が
福
島
テ
ル
サ

で
開
催
さ
れ
、
初
め
て
の
方
6

名
を
含
む
28
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

ビ
デ
オ
や
平
澤
勇
一
講
師
の

自
ら
の
体
験
を
交
え
た
講
話
を

通
し
て
、
天
理
教
の
教
え
が
初

め
て
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
支
部
会
場
に
28
名
参
加

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
指
が
10

本
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
全

の
守
護
を
忘
れ
な
い
た
め
。
と

い
う
お
話
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
」
「
講
師
の
先
生
の
素
晴
ら

し
い
話
と
、
大
き
な
声
、
は
っ

き
り
し
た
言
葉
で
、
と
て
も
分

か
り
や
す
か
っ
た
。
」
「
こ
れ
か

ら
は
笑
顔
、
あ
り
が
と
う
、
ひ

の
き
し
ん
の
心
で
頑
張
り
た

い
。
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

天
理
教
基
礎
講
座

（
福
島
会
場
）

【
日
時
】

　

11
月
5
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　

（
年
間
予
定
か
ら

　
　
　

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
）

【
会
場
】

　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
（
喜
多
方
市
）

【
講
師
】　

杉
澤
元
和
先
生

「
女
性
が
か
が
や
く
集
い
」
を
開
催

　

福
島
教
区
育
成

部
（
生
江
一
行
部

長
）
で
は
、
9
月

3
日
、
「
女
性
が

か
が
や
く
集
い
」
を
開
催
し
、

6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
回

目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
日
々
を
み
つ
め
な
お
す
1
日

に
」
。

　

当
日
は
、
午
前
中
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ラ
ン
チ

を
楽
し
ん
で
、
身
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
後
、
午
後
か
ら

は
、
「
福
島
テ
ル
サ
」
で
開
催

さ
れ
た
「
天
理
教
基
礎
講
座
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

教
務
支
庁
へ
戻
り
、
平
澤
勇
一

教
区
長
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
澤
先
生

は
「
今
、
女
性
に
求
め
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
『
稿
本
天
理
教

教
祖
伝
逸
話
篇
』
か
ら
逸
話
を

引
用
し
な
が
ら
女
性
の
通
り
方

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
教
祖
の
教

え
を
胸
に
日
々
通
る
よ
う
求
め

ら
れ
た
。
続
い
て
生
江
部
長
が
、

今
は
教
祖
140
年
祭
へ
向
か
う
三

年
千
日
の
年
祭
活
動
の
期
間
で

あ
り
、
9
月
は
「
に
を
い
が
け

強
調
の
月
」
で
も
あ
る
と
し
て
、

自
分
に
で
き
る
に
を
い
が
け
を

日
々
心
が
け
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
た
。
最
後
に
、
こ
れ
を
も
と

に
ね
り
あ
い
が
行
わ
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）

育成部
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教区総出ひのきしん
　9 月 19 日、教区総出ひのきしんが教務支庁で開催され、19 名が参加した。

いわき市で災救隊教区隊が出動中で、例年に比べ人数は少なかったが、建物周

りの除草や屋内清掃などを行い、昼前には内外共にきれいになった。

郡山支部

　

9
月
4
日
、
郡

山
支
部
（
橋
本
義

弘
支
部
長
）
で
は

「
み
お
し
え
学
習

会
」
を
中
央
公
民
館
で
開
催
、

今
回
は
、
ま
ず
教
会
長
さ
ん
方

に
「
み
お
し
え
学
習
会
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
対
象

を
教
会
長
夫
妻
、
後
継
者
に
限

「
み
お
し
え
学
習
会
」
開
催

定
し
、
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
久
間
雄
大
先
生
（
東
越
分
教

会
長
）
と
齋
藤
峻
徳
先
生
（
安

達
分
教
会
教
人
）
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
十
全
の
守
護
」

で
、
シ
ー
ト
の
設
問
に
答
え
た

り
、
隣
同
士
で
話
し
合
っ
た
り

し
な
が
ら
、
十
全
の
守
護
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
内
容
も
濃

く
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
正
解
を
導
く
の
で
は

な
く
各
々
が
思
っ
た
こ
と
が
学

習
会
の
成
果
で
あ
り
、
他
人
の

思
い
が
共
感
出
来
る
、
あ
る
い

は
そ
の
よ
う
な
感
じ
方
も
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
と

て
も
有
意
義
で
し
た
。
」
「
思
っ

た
以
上
に
考
え
る
こ
と
が
あ

り
、
誰
で
も
気
楽
に
参
加
で
き

る
の
か
な
」
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ｈ
）

婦人の集い

【日時】　11 月 3 日 ( 金・祝 )

　　　　　10：00 ～ 12：00

【場所】　福島教務支庁

【内容】　講演・ねりあい

【講師】　佐久間雄大先生

　　　　（天理教東越分教会長 )

【テーマ】「引きこもりの現状と

　　　　　　　　関わり方を考える」

【参加御供】　500 円

【申込】10 月 20 日迄に各支部主任へ

きょういく講演会

【日時】　12 月 2 日 ( 土 )

　　　　　15：00 ～ 16：30

【場所】　福島テルサ

　　　　（福島市上町 4-25）

【内容】　講演・質疑応答

【講師】　中村良二先生

　　　　（天理高校野球部監督 )

【テーマ】 「3つのきょういく」

【参加費】　無料
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福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

10
月
29
日
は
『
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
』

　

教
祖
140
年
祭
へ
向
か
う
三
年
千
日
、
同
じ

地
域
に
住
ま
う
よ
う
ぼ
く
が
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
勇
ま
せ
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会

や
個
人
の
年
祭
活
動
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
。

教
区
・
支
部
運
営
の
も
と
、
全
5
回
に
わ
た
り
、

全
会
場
、
同
じ
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
の

１
回
目
が
10
月
29
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

各
支
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
状
に
合
わ
せ

て
会
場
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
現
在

は
そ
の
開
催
に
向
け
て
準
備
や

参
加
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

直
属
か
ら
チ
ラ
シ
と
参
加

カ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
ぼ

く
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
近
く
の
会

場
を
確
認
し
て
、
是
非
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
会
場
は
「
教
区
支
部
情

報
ネ
ッ
ト
」
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎福島教区管内会場◎　　　　　　　（10 月 1 日現在）

支部 会場 時間 会場ごとのプログラム内容
福島 福島分教会  9：30 ～ 11：30 おさづけの取次について
安達 安達分教会 10：00 ～ 11：30 ひのきしん

郡山 行理山分教会 10：00 ～ 12：00 ＤＶＤ視聴

田村 三春分教会 10：00 ～ 11：30 講話

耶麻 猪苗代分教会  9：30 ～ 12：00 ひのきしん、茶話会
会津 若会分教会 10：30 ～ 13：00 おつとめまなび
いわき 菊多分教会 10：00 ～ 12：00 ひのきしん、茶話会
相双 福相分教会 10：00 ～ 11：30 茶話会

原町分教会 10：00 ～ 11：30 茶話会

　　　　　プログラム

1. 開会挨拶

2. おつとめ

3. 諭達拝読

　　(諭達をご持参ください )

4. 教会本部からの

　　ビデオメッセージ

5.会場ごとのプログラム

6. 閉会挨拶


